
自治体名 実証実験の実施 実験期間

荒川区  2023.7 上旬～24.3 下旬

港区 2021.11.12～12.6

墨田区 2022.11.1～12.28

大田区 ̶

世田谷区 
1 回目：R2020.11.19～21.8.31

2 回目：2022.1.17～2.13

渋谷区  2021.7.1～22.6.30

豊島区  2022.4.18～（実証実験中）

※その他多摩地域での実施自治体

青梅市、町田市、国立市、東久留米市、武

蔵村山市、あきる野市

２３区におけるデマンド交通実証実験の

実施状況（４月現在）

区
は
、
７
月
３
日
か
ら
、
「
町
屋

さ
く
ら
」
ル
ー
ト
で
相
乗
り
タ
ク
シ
ー

を
使
っ
た
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。
実
証
運
行
に

つ
い
て
は
、
そ
の
効
果
や
区
民
ニ
ー

ズ
と
の
関
係
な
ど
し
っ
か
り
検
証
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
、
し
か
し
、

今
回
の
実
証
運
行
に
は
、
区
が
区
民

に
説
明
す
べ
き
い
く
つ
か
の
重
大
な

問
題
が
含
ま
れ
て
お
り
、
今
回
そ
の

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

９
カ
月
の
実
証
運
行
は
、
車
両
借

上
費
か
ら
人
件
費
、
シ
ス
テ
ム
費
な

ど
約
９
０
０
万
円
の
経
費
を
見
込
む

一
方
、
運
賃
収
入
２
０
０
万
円
（
一

日
20
人
利
用
×
３
０
０
円
＝
６
０
０

０
円
）
と
想
定
、
差
額
の
７
０
０
万

円
を
区
が
負
担
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
議
論
し
た
第
16
回
荒
川

区
地
域
公
共
交
通
会
議
の
場
で
大
森

会
長
（
宇
都
宮
大
教
授
）
は
「
費
用

負
担
の
考
え
の
整
理
が
必
要
」
と
指

摘
、
区
も
「
区
の
負
担
の
考
え
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
」
答
え
て
い
ま
す
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
区
は
、
費
用
負
担

は
し
な
い
と
い
う
「
方
針
」
に
固
執

し
て
町
屋
さ
く
ら
を
廃

止
し
た
問

題
の
再
検

討
が
必
要

で
す
。

今
回
の
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行

に
も
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

利
用
は
、
会
員
登
録
と
事
前
予
約

が
必
須
で
平
日
の
10
時
か
ら
15
時
の

み
の
運
行
で
す
。
区
は
、
通
院
、
買

い
物
な
ど
が
利
用
目
的
と
言
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
通
院
は
、
朝
早
く
出

か
け
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
実
際
町
屋
さ
く
ら
運
行
時
の

乗
客
は
、
朝
７
時
〜
12
時
が
ピ
ー
ク

で
、
13
時
〜
15
時
の
間
は
減
少
し
て

い
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
）
。
利
用
手
続

き
の
煩
雑
さ
と
ニ
ー
ズ
調
査
の
不
十

分
さ
な
ど
見
切
り
発
車
で
す
。

ま
た
他
区
で
実
証
運
行
し
た
結
果

を
見
る
と
そ
の
全
て
が
、
実
証
運
行

止
ま
り
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
（
上
右

表
）
。
先
行
自
治
体
か
ら
区
は
、
何

を
学
び
検
証
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
議
会
で
区
は
「
（
試
験
的

に
費
用
負
担
す
る
が
）
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
は
、
町
屋
さ
く
ら
の
代
替

え
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
区
内
全
域

の
公
共
交
通
の
あ
り
方
の
検
討
に
資

す
る
と
考
え
る
」
な
ど
と
答
弁
（
ゆ

い
の
会
の
質
問
）
し
ま
し
た
。

真
意
は
不
明
で
す
。
し
か
し
区
が

本
気
で
区
内
全
域
の
公
共
交
通
と
い

う
な
ら
、
①
区
内
全
域
の
交
通
不
便

地
域
調
査
（
鉄
道
駅
、
バ
ス
停
か
ら

２
０
０
ｍ
以
上
）
②
運
行
経
費
に
補

助
し
な
い
方
針
の
撤
回
と
区
内
全
域

の
公
共
交
通
政
策
の
策
定
③
町
屋
さ

く
ら
の
復
活
を
区
の
検
討
課
題
に
入

れ
る
な
ど
区
民
に
寄
り
添
っ
た
真
摯

な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
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７
月
１
日
か
ら
銭
湯
代
が
値
上
げ

に
な
り
ま
し
た
。
区
も
公
衆
浴
場
燃

料
費
助
成
の
拡
充
を
行
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
値
上
げ
で
も
経
営
は
大
変
で

す
。
70
才
以
上
を
対
象
に
２
０
０
円

で
荒
川
区
内
の
銭
湯
に
入
れ
る
入
浴

カ
ー
ド
（
週
一
回
年
間
52
枚
）
が
、

一
度
登
録
す
れ
ば
毎
年
３
月
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。
２
０
０
８
年
５
月
か
ら

開
始
、
09
年
に
所
得
制
限
撤
廃
。
銭

湯
代
値
上
げ
で
も
本
人
負
担
額
２
０

０
円
は
変
更
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
銭
湯
が
な
く
な
っ
た
の
で

は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
議

会
で
銭
湯
の
存
続
支
援
を
区
に
求
め

ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
東
尾
久
と
町

屋
の
境
に
あ
る
大
門
湯
さ
ん
が
ま
た

臨
時
休
業
…
心
配
で
す
。
横
山
幸
次

町屋４丁目近くの大門湯さん。頑張っ

ていたがまた臨時休業…？

☆
か
つ
て
の
町
屋
さ
く
ら
バ
ス
停
に
あ
る

デ
マ
ン
ド
交
通
乗
降
ポ
イ
ン
ト
の
標
識



今
議
会
の
大
き
な
焦
点
は
、

物
価
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
で
苦

し
む
区
民
の
暮
ら
し
と
営
業

を
応
援
す
る
緊
急
対
策
で
し

た
。
区
は
、
約
３
億
４
千
万

円
余
規
模
の
補
正
予
算
提
出
。

内
容
は
、
介
護
、
子
育
て
な

ど
施
設
へ
の
物
価
高
騰
対
策

補
助
、
保
育
料
第
２
子
無
償

化
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
お
買

物
券
、
省
エ
ネ
家
電
購
入
助

成
額
引
き
上
げ
、
経
済
急
変

対
応
融
資
延
長
な
ど
緊
急
性

も
あ
り
賛
成
で
す
。

同
時
に
、
日
本
共
産
党
区

議
団
は
、
寄
せ
ら
れ
た
切
実

な
願
い
や
実
態
調
査
な
ど
に

基
づ
き
、
改
選
後
か
ら
特
別

支
援
学
校
の
児
童
生
徒
の
給

食
無
償
化
、
在
宅
酸
素
患
者

の
電
気
代
補
助
等
要
求
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
補
正
予
算

審
議
に
あ
た
っ
て
、
緊
急
性
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
も
こ
の

時
期
、
最
低
必
要
最
小
限
の

支
援
内
容
を
追
加
し
て
修
正

案
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の

規
模
は
、
合
計
で
２
５
０
０

万
円
程
度
で
す
。

（
左
囲
み
一
覧
）

問
わ
れ
る
議
会
の
在
り
方

議
会
の
役
割

は
、
行
政
を
チ
ェ
ッ

ク
と
質
問
に
よ

る
政
策
提
言
や

条
例
・
修
正
案
を
議
員
が
提

出
す
る
な
ど
積
極
的
な
提
案

で
区
民
要
望
の
実
現
に
力
を

尽
く
す
こ
と
で
す
。

総
務
企
画
委
員
会
で
斉
藤

く
に
子
区
議
が
補
正
予
算
修

正
案
の
提
案
説
明
を
行
い
ま

し
た
が
、
他
会
派
の
委
員
は
、

一
切
の
質
疑
も
な
く
修
正
案

に
反
対
し
ま
し
た
。
賛
否
は

も
ち
ろ
ん
自
由
で
す
が
、
や

は
り
言
論
の
府
に
ふ
さ
わ
し

い
議
論
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

☆生活相談は、随時受け付けています。

電話、メール、FAXなどでも結構です。

☆定例法律相談

毎月第１月曜･午後６時～８時

横山幸次区議事務所

※８月の定例法律相談はお休みします。

次回は、９月４日（月）

※留守の場合は、留守電か以下の電話にご連絡ください。

日本共産党荒川地区委員会 03－3891-6682

日本共産党荒川区議団 03－3802-4627

◎私たちは住民のくらしと命を守るネットワークを

もっています…いつでもご相談を

「定例法律相談」は月一回開催。弁護士だけでなく、

くらし、子育て、医療、介護、雇用、税金など各分野の

専門家、国会、都議会の共産党議員団とも連携し、ごいっ

しょに解決のために力をつくします。

７
月
公
表
の
国
民
生

活
基
礎
調
査
で
子
ど
も

の
い
る
世
帯
が
１
０
０

０
万
を
切
っ
た
こ
と
と
、

主
な
介
護
者
で
老
老
介

護
が
63
％
を
超
え
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
へ
の
政
治

の
対
応
が
厳
し
く
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

①特別支援学校児童生徒の給食費補助

区内で特別支援学校に通学している児童生徒は、

現在114名。区内の公立小中学校は4月から給食費

無償化になりましたが、都立支援学校・ろう盲学校は区立ではな

いと対象外。

小学部70,000円×80人、中学部80,000円×34人

予算額：合計832万円

②家庭的認可保育園の定員割れ補助

荒川区は私立保育園の経営支援として定員割れの人数に応じて

補助金を支給。しかし家庭的保育園(0才～2才児園/定員3人～5人)

は除外。

同じ地域型保育事業の小規模保育園(0才～2才

園/定員6人～19人)には支給。

＠176,460円×5人/予算額：88万3千円

③在宅酸素電気代補助

区内で在宅酸素治療患者は〇障害手帳保持者で3

1名、〇要介護認定者で150人前後その他を含め300

人と推計

月々の高額な医療費もあり、電気代等の公的助

成を求める声が以前から強い。

エアコンや加湿器、空気清浄機の使用で温度や湿度調節に気を

配る必要もあり、昨今の電気代高騰で、ますます補助が必要。

3,000円/月×12×300人/予算額：108万円

④高齢者障害者エアコン購入助成

熱中症対策として荒川区が2018年2019年に上限５万円326件の

助成を実施。

今年も猛暑が言われている中で、早急に行う必

要がある。前回と同様の助成を提案。

区は補正予算で省エネエアコン助成額を、区内

店舗は3万円を5万円(本体購入価格の4分の１)に引き上げた。

＠50,000円×100世帯/予算額：500万円


